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令和元年度 後発医薬品安心使用促進事業

☆平成30年度モデル事業（⾨真市・泉南地域）の府内全域への展開
✔ GEに関する患者への丁寧な説明 ⇒ 患者の理解 ≪使用促進≫
➢ 品質、経済、製剤工夫など、様々な観点の説明パネル作成・全薬局への配布

✔ GE調剤後、飲み心地など服薬状況の確認 ⇒ お薬手帳に記載

【八尾市】
✔ 後発品医薬品を適正に使用するための方策の検討
➢ 地域懇話会の開催

✔ 品目リスト、ﾌｫｰﾐｭﾗﾘ作成促進等

患者・医師へのジェネリック安心使用プロジェクト

✔ 平成30年度モデル事業（⾨真市・泉南地域）を実施した期間に患者が使⽤したGEリストを作成
✔ ジェネリック医薬品を選択した理由（患者視点）を記載予定

患者が選んだジェネリック⾒える化プロジェクト

医師へ情報伝達

【岸和田市】
✔ GE調剤後、飲み⼼地など服薬状況の確認するとともに、患者⾃⾝が使⽤の状況や満⾜度を
お薬⼿帳に記⼊し、医師・⻭科医師にみせるという、患者から医師への伝達ツールとしての活⽤
➢ お薬手帳の活用に着目したモデル事業を実施

医師への情報伝達
＋

患者自身が参画する事業

＋令和元年度の新規モデル事業として



１．患者・医師へのジェネリック安心
使用プロジェクト

平成30年度モデル事業の⽔平展開の進捗状況

【薬局における取組内容】

①薬局薬剤師が患者に対し、ジェネリック医薬品について丁寧な説明を行う

②変更後は、お薬手帳貼付用シールにジェネリック医薬品名と先発医薬品名を記載し、
患者が説明に同意した理由にチェックをいれ、お薬手帳に貼付する

③必要に応じて、調剤後に服薬状況の確認をする

ジェネリック医薬品に変更した処方箋枚数を集計
（令和元年１０月上旬と令和２年２月の２回集計予定 ）

○ ジェネリック医薬品の使用促進について（協力依頼）の通知を全薬局あてに送付
・薬局用説明資材

・お薬手帳貼付シール

○ 薬剤師会57支部における研修 及び 大阪府と府薬剤師会の共催で薬事講習会の開催

モデル事業︓調剤の現場で〜薬剤師からGEの丁寧な説明と調剤後の服薬状況の確認〜



平成30年度モデル事業の⽔平展開の進捗状況

大阪府薬事講習会

目
的

平成30年度の取組みを薬局薬剤師に周知し、 説明⽤資材の使い⽅や昨年度の活動報告により
各薬局における取り組みの推進につなげる。

対
象

府内薬局の全薬剤師を対象とし、会場の都合上８００人を上限とした

日時
場所

令和元年８⽉３⽇（土）午後２時００分〜午後４時３０分
エル・シアター（⼤阪市中央区北浜東3番14号 エルおおさか２階）

内
容

１ 大阪府後発医薬品使用促進事業について （大阪府薬務課）
２ 平成30年度後発医薬品安⼼使⽤促進事業に関する活動報告 （門真市薬剤師会 沼田先生）
３ 平成30年度⼤阪府後発医薬品安⼼使⽤促進事業報告 （泉南薬剤師会 梅田先生）
４ ジェネリック医薬品に関する調査報告 （大阪薬科大学 社会薬学・薬局管理学研究室 恩田教授）
５ ⼤阪府の薬務⾏政と最近の話題 （大阪府薬務課）

大阪薬科大学恩田教授とモデル地域の先生方に
講師をしていただき、実際の体験を伝える

平成30年度モデル事業の⽔平展開の進捗状況
○ 大阪府薬事講習会（参加者︓７７５名 アンケート回収数︓５４８ 回収率︓70.70％）
アンケート集計結果

①「⼤阪府後発医薬品使⽤促進事業」取組の意図を理解できた ② 勤務する薬局でも、同様の取り組みができると感じた

③ 今後勤務する薬局で、後発医薬品の使用を促進していきたい
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平成30年度モデル事業の⽔平展開の進捗状況

薬事講習会
アンケート

モデル事業（岸和田市）の取組み

○ ジェネリック医薬品に疑問や不安を抱える患者に対し、
説明用パネル（３種類）を活⽤し、正しい理解につながる
よう患者によりそった丁寧な説明を⾏う。

GEの説明用資材を用いて、丁寧に説明
○ 調剤後患者へフォローアップすることにより、安心使用に
つながることが昨年度のモデル事業で実証されたため、⼀定期
間後に電話連絡や、次回来局時といった際にフォローアップを
⾏うことを引き続き実施。

ジェネリック医薬品調剤後の服薬状況の確認
薬局薬剤師の取組み～薬局薬剤師の丁寧な説明～

○ 切り替えたジェネリック医薬品の情報や患者に対し説明した
内容等をお薬⼿帳に記載し、医師・⻭科医師へのフィード
バッグを⾏う。

○ お薬手帳に患者自身が服薬状況を記録することで、患者も
医療に参画する意識づけをする

お薬手帳を活用した三師会の情報共有

○ 地域において、三師会が連携し、ジェネリック医薬品の使用促
進や、お薬手帳の活用に取り組んでいることをポスターを活用し
周知

○ 岸和⽥市⺠病院の医師に対し、協⼒依頼
（府から通知発出予定）

地域三師会の連携



モデル事業（岸和田市）の取組み

後発医薬品に変更後の
フォローアップ調査表

症例ごとに1枚記載
✓服薬状況確認項目
✓切り替えた医薬品と
薬価等記載

✓患者が納得した説明

モデル事業（岸和田市）の取組み

お薬手帳貼付シール

今年度の新しい取組み

「患者（家族）が記入！」

目的は、患者自身に
➡自分の薬を意識して
➡医療に参画する契機
にしたい

お薬手帳の活用改革！



モデル事業（岸和田市）の取組み

周知用ポスター

患者の安心のために
三師会が事業に連携している
ことを伝えるポスター

岸和田市医師会
岸和田市歯科医師会
岸和田市薬剤師会

施設内に掲示用として
全会員に配布済み

２．患者が選んだジェネリック
⾒える化プロジェクト



平成30年度モデル事業（門真市・泉南地区）の取組みより
モデル事業︓調剤の現場で〜薬剤師からGEの丁寧な説明と調剤後の服薬状況の確認〜

【薬剤名︓ （先発名） 】
・患者に説明した内容
□ 先発と効果が同等であることの説明
□ 国⺠皆保険制度の維持について説明
□ 支払額の説明
□ オーソライズドジェネリックであることの説明
□ 錠剤が小さく飲みやすいことの説明
□ 錠剤・シートごとに販売名が記載されていることの説明

① 患者に薬剤師がＧＥに変更する意志があるかを確認
② 希望する患者には、変更対象となるＧＥの製品特徴を丁寧に説明
③ どのような理由で患者がＧＥに変更することになったかをお薬手帳に記載

お薬手帳シール

医師への
フィードバック

④ 1週間後をめどに、患者さんに服薬状況の確認
⑤ 変更後のフォローアップ調査票を記載（資料参考）

事業成果︓モデル地区でGEに切り替えた患者数と薬価の試算は
⑤のフォローアップ調査票を基に集計

【門真市】
対象患者数 130人（10⽉中旬〜11月）
※先発に戻してほしいと要望した患者 10.0％
薬価における年間切替効果額試算 約1,040万円

【泉南地区】
対象患者数 473⼈（９⽉〜11月）
※ほとんどの患者がGEを継続使用すると回答
薬価における年間切替効果額試算 約1,462万円

※泉南地域の取組みを府域全域で⾏った場合、薬価における年間切替効果額試算は約10億円
※効果額は、先発医薬品から後発医薬品へ切り替えた薬価差の合計から算出
※年間効果額試算は、事業期間に交付された処⽅を慢性疾患薬と短期薬に分類し、慢性疾患の患者が１年間薬の処⽅を受けたと想定して試算

15

✔患者・医師・歯科医師・薬剤師に情報提供･････安心して変更するきっかけに
✔積み重ねることで、地域実績表にも････汎用ＧＥリストとなり地域フォーミュラリの一歩

○の箇所に記載されたＧＥを
“効能効果”別に表とした。
・患者が選んだ理由も併記
・錠剤の写真も追記

⇒別添資料参考

事業成果︓フォローアップ調査票の切り替えGEを基に、地域で変更されたＧＥを⼀覧に作成

モデル地区（⾨真市・泉南地区）で実際に切り替えられたGE
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３．その他

保険者との連携や府⺠啓発

○ 協会けんぽと連携し、府内の薬局に対し
「ジェネリック医薬品に関するお知らせ〜貴薬局の調剤状況について〜」を送付予定

送付予定薬局数︓3,680薬局
協会けんぽ加入者の処方者数9人以下（164薬局）等を除いた府内全薬局が対象

保険者との連携

○ 消費者フェア（大阪府主催）への出展
１１月２⽇（⼟）１１︓００〜１５︓００ 大阪府咲州庁舎１階 フェスパ

○ 府⺠啓発⽤のチラシ作成

府⺠啓発






